学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「２５　チェーンメールはカット　」

１．指導対象

　　小学校高学年～高校1年生　　

２．教科・科目

　　総合的な学習の時間，技術家庭科，情報科
３．指導意図

携帯電話を使ったメールは一般化し，コンピュータでのメール以上に連絡手段として、非常によく使われるようになった。それに伴い、チェーンメールも多様化し，人の善意を悪用したものや，興味本位に人に知らせたいという気持ちからチェーンメールを生むケースなどが多くなってきている。携帯を使っていて，かなり多くの子どもが経験することの一つがチェーンメールである。手軽に使える反面，電子メールの瞬時に，多くの人に送れることや，送ったメールを取り消すことができないという特性を持っていることを理解して、メールを使うことが必要である。

　ここでは、善意を利用した「いたずらメール」をとりあげ、情報の転送に際して、どのように対処すればいいかを考えさせたい。知識として，チェーンメールの特徴，情報の真偽の確かめ方，チェーンメールのもたらす迷惑をなどを指導し，実生活での判断につなげることが必要になる。また，分かってはいても，不安になって送らずにいられない場合の対応策も示しておくことが欠かせない。
　チェーンメールについては，知っていても送ってしまうということが
４．指導目標

①善意を悪用したいたずらメールもあることを知る。

②電子メールはデジタル情報のため、コピーが容易なため、同じ内容のものがたくさんあふれる可能性があることを知る。

③たとえ善意であっても偽の情報を提供すれば相手に迷惑をかけることとなることを知る。

④②③のことをふまえ、入手した情報が正しいものかどうか確認する態度が大切であることに気づかせる。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） コンピュータウィルスについての確認をする。
（2） 学習ユニットを2画面まで見て，考える。
· メールを友達に転送して教えてあげるべきか？
・「転送してあげる」

・「カナさんが信用できる友達なら転送する」

・「間違っているかもしれないので、転送しない」

（3） 学習ユニットを7画面まで見て考える。
○チェーンメールを送るとどうなるか？

・大量なメールになってしまう

・いたずらやデマが，広まってしまう

・知り合いに迷惑をかけてしまう
（4） チェーンメールをどう確かめるか確認する。

・「転送して下さい」の言葉に注意

・心配させる言葉に注意

・本当か？情報の元を確かめる。

・電話などでの問い合わせは迷惑になる。

（５） チェーンメールはストップする

・ もし自分のところに来ても，送らない

· 心配な時は，大人に相談する。

	・コンピュータウィルスについて，伝わりやすいもので，データが無くなるなどの被害に合うことがあることなどを知らせる。

・自分はどうするかをはっきりと意識させる。

・なぜそうするかまで，話し合えると良い。

・チェーンメール，迷惑メールという言葉について説明・補足をする。

・チェーンメールがどのように増えていくかを，単純な乗算で確認する。

・実際には一人に複数が届く場合の迷惑についても触れる。
· 大切なことを知らせようとすることがチェーンメールになることがある。

· 受け取った相手のことを考える。

· 問い合わせの電話による業務への支障がある。

・転送をしないと不安になる時の受け取り先も知らせておくと良い。




６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

チェーンメールが蔓延した場合は、メールを受信した人に迷惑がかからないように転送をしないように全体に注意を呼びかける。
不幸の手紙など，心理的に不安を感じる場合は，チェーンメールの転送先を紹介し，そこに送るようにさせる。　　http://www.dekyo.or.jp/soudan/chain/tensou.html
善意のチェーンメールについては，緊急にたくさんの人に知らせたい際にメールを利用することは非常に有効な手段だが、チェーンメール化する可能性が高いため、転送期限を明記するなどの工夫が 必要であることを指導すると良い。
また、そういったメールを受け取った際には、すでにたくさん出回っているかどうかを確認したり、チェーンメール化しそうかどうかを考えたりして慎重に対応するように指導する。
７．指導資料

　●撃退チェーンメール
　　http://www.dekyo.or.jp/soudan/chain/index.html
　●チェーンメール（愛知県警察）

　　http://www.pref.aichi.jp/police/safety/high-tech/chain1.html
●インターネットガイドブック：事例2(東京都)
http://www.kokoro-tokyo.jp/guidebook/chap2-2.html
●変なメール.com

　　http://www.hennamail.com/
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